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1. KING OF TIME データ分析とは  

KING OF TIME 勤怠管理で集計された勤怠データをもとに、従業員の時間外労働や有休取得をグラ

フにて可視化できます。 

可視化することで「36 協定」違反などの企業リスクを減らすことができます。 

 

KING OF TIME シリーズを総合的にご利用いただくことで、より詳細な従業員の労働時間の実態が

把握でき、「過重労働」の抑止につながります。 

 

 

高度なクラウド勤怠管理システム 

多彩な認証機器で 

「出勤」・「退勤」打刻 

管理者 

・「出勤」と「ログオン」、 

「退勤」と「ログオフ」 

  の乖離時間を表示 

・３６協定（月別・年別）のグラフ化 

システム連携 

データ自動反映 

Windows ログオン/ロック解除 

・ワンタイムパスワード 

・Windows パスワード 

※二要素認証としても利用可能 

※データは 1 日 1 回（夜間）連携されます。 
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2. 「36（サブロク）協定」とは 

一般的に「36（サブロク）協定」と呼ばれているものは、正式には「時間外・休日労働に関する協

定届」といいます。労働基準法第 36 条が根拠になっていることから「36 協定」と呼ばれていま

す。法定労働時間を超えた労働・休日労働をさせる際は、あらかじめ書面にて協定を締結し労働基

準監督署に届け出なければなりません。 

 

 

2.1. 限度時間  

労使間で協定を結んでいたとしても、無制限に時間外・休日労働をさせてよいわけではありません。 

時間外労働をさせるにあたっても延長できる上限が定められています。 

原則として月 45 時間かつ年 360 時間とされています。 

 

 

2.2. 特別条項  

原則として設けられている限度時間に収まらない場合には、協定を締結する際に「特別条項」をつ

けることも可能です。「特別条項」とは「臨時的に限度時間を超えて時間外労働を行わなければな

らない特別の事情が予想される場合に、従来の限度時間を超える一定の時間を延長時間とすること

ができる。」というものです。注意点として、この特別条項は特別な事情があり臨時的なものに限

られます。そのため、年間を通じて適用されることが明らかな場合などは締結することができませ

ん。1 年の半分を超えない（6 回）こと、という制限がなされています。 
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2.3. 改正労働基準法  

大企業では 2019 年 4 月から、中小企業でも 2020 年 4 月から特別条項を届け出ている場合で

も、下図のように変更され上限が設けられます。 違反すると企業名が公表される、刑事罰の対象に

なるなど、罰則規定も強化されます。 

本システムは、36 協定はもちろん特別条項を届け出ている場合にもデータの可視化が可能です。 

 

労働基準法の主な改正内容 

【労働時間】 

 2019 年改正前 2019 年改正後 

年間上限時間 360 時間 360 時間 

1 か月上限時間 45 時間 45 時間 

特別条項 上限無制限 年 720 時間 

単月 100 時間未満 

複数月平均 80 時間 

月 45 時間超年 6 回まで 

適用除外 自動車運転業務 

工作物建設用の事業 

研究開発業務 

自動車運転業務 

建設事業 

医師 

（※上記は 5 年後に適用） 

研究開発業務 

罰則 なし 企業名公表 

刑事罰 

 

【休暇】 

年間 10 日以上の有給休暇が付与される、管理職含めたすべての従業員は、 

付与された日から、1 年以内に 5 日以上の有給休暇の取得が義務化。 

 

出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/index.html） 

https://www.mhlw.go.jp/index.html
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3. はじめに 

3.1. ログイン  

KING OF TIME 勤怠管理の管理画面右上にあるスイッチャーをクリック ＞ 「データ分析」のアイ

コンをクリックすると、データ分析の管理画面にログインできます。 
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 管理画面の構成  

ログイン後、以下メニューバーの項目より各種データをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

1 分析トップ 
36 協定基準時間に対するアラートや有給取得状況など、 

管理者が要注意なデータを確認できます。 

2 勤怠データ 
時間外労働や労働時間、有給休暇、遅刻 / 早退 / 欠勤などの 

勤怠に関する各種データを確認できます。 

3 雇用データ 従業員の平均勤続年数や平均年齢、給与推移の傾向、育児休業の 

取得状況などを確認できます。 

4 分析 / レポート 政府統計データとの比較や自社の生産性データ、ブラッドフォード 

スコアなどを確認できます。 

5 設定 
36 協定の基準値や管理者権限、通知設定など、本製品をご利用いただく

うえでの基本的な設定を行えます。 

6 従業員検索 
従業員コード、姓、名で従業員を検索できます。検索後、「従業員詳細ペー

ジ」画面に遷移します。 

7 通知 
システムからの通知を確認できます。 

未読の通知がある場合、通知バッジが表示されます。 

8 スイッチャー KING OF TIME ブランドの他サービスに遷移できます。 

9 ヘルプ よくある質問をまとめた FAQ サイトに移動します。 

10 ログアウト クリックするとログアウトします。 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 6 75

8 9 10
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4.1. 分析トップ  

「分析トップ」では、以下の 7 つの情報が表示されます。 

⚫ 平均時間外労働 

⚫ 有給休暇取得状況 

⚫ 平均総労働時間 

⚫ 時間外労働に関する法令 

⚫ 雇用動向 

⚫ 勤怠差異（月間） 

⚫ 給与 

また、「分析トップ」の表示内容は並べ替え・表示/非表示設定が可能です。 

 

 

4.1.1. 平均時間外労働  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 現時点までの平均時間外労働の時間数と、前月差・前年同月差を確認できます。 

2  時間外労働の平均が棒グラフで表示され、年間の推移を確認できます。 

棒グラフ上の線は、最大値と最小値の格差を表しています。 

また棒グラフにマウスポインターを合わせると、詳細な時間数を確認できます。 

 

※「全ての所属」「全ての雇用区分」に対して権限がない管理者でログインした場合、「当年全

社」を表す折れ線グラフも表示されます。 

※平均時間外労働の計算対象は、月 1 日以上出勤している従業員です。 

※「法定休日労働」の時間数は含みません。 

 

 

 

 

 

1

2
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4.1.2. 有給休暇取得状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  基準月から現時点までの当年取得率と前年差を確認できます。 

2  現時点で年 5 日取得義務が未達成見込の従業員数を確認できます。 

3 取得日数が棒グラフで、取得率が折れ線グラフで確認できます。 

 

 

4.1.3. 平均総労働時間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 現時点までの平均総労働時間の時間数と前月差・前年同月差を確認できます。 

2 総労働時間の平均が棒グラフで表示され、年間の推移を確認できます。 

棒グラフ上の線は、最大値と最小値の格差を表しています。 

また棒グラフにマウスポインターを合わせると、詳細な時間数を確認できます。 

1

2
3

1

2

3
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3  1 ヶ月の平均総労働時間（日）を確認できます。 

※休暇みなし勤務時間は含みません。 

※平均労働時間の計算対象は、月 1 日以上出勤している従業員です。 

 

4.1.4. 時間外労働に関する法令  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  表示データを切り替えられます。「36 協定」では 36 協定の基準値に抵触した従業員を、

「割増賃金 / 医師面談」では割増賃金の支払い対象や必要に応じて医師面談の対象となる従

業員を確認できます。 

2 時間外労働時間が一般条項の 1 ヶ月上限時間の 50%以上、または発動回数が特別条項の発

動回数上限の 10%以上(特別条項なしの場合は 1 回以上)のアラートに抵触した従業員数を危

険度順に表示します。 

3  各従業員の月間許容時間や特別条項発動回数、一般条項残時間などを一覧で確認できます。 

1

2 

3 

4 
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4 時間外労働時間が一般条項の 1 ヶ月上限時間の 50%以上、または発動回数が特別条項の発

動回数上限の 10%以上(特別条項なしの場合は 1 回以上)のアラートに抵触した従業員数の年

間推移を確認できます。 

4.1.5. 雇用動向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 総従業員数 

前月末時点で在籍している従業員数と前年同月差を確認できます。 

 

年間入社数 

前月末までに入社した従業員数と前年同月差を確認できます。 

 

年間退職者数 

前月末の前日までに退職した従業員数前年同月差を確認できます。 

※月末に退職した従業員は翌月にカウントされます。 

2  入社従業員数と退職者数が棒グラフで表示され、年間の推移を確認できます。 

総従業員が折れ線グラフで表示されます。 

また、棒グラフにマウスポインターを合わせると、人数を確認できます。 

3  男女の比率が棒グラフで表示され、年間の推移を確認できます。 

棒グラフにマウスポインターを合わせると、パーセンテージと人数を確認できます。 

1

2

3 4
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4 年代別の比率が棒グラフで表示され、年間の推移を確認できます。 

棒グラフにマウスポインターを合わせると、パーセンテージと人数を確認できます。 

 

4.1.6. 勤怠差異（月間）  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 当月の「基準時刻と 打刻 / ログ / 入退室 の差異」の閾値を超えた人数と前月差を確認で

きます。 

2  「基準時刻と 打刻 / ログ / 入退室 の差異」の閾値を超えた時間数を、過少と過大それぞ

れで確認できます。 

3 打刻 / ログ / 入退室が記録されている時間のうち、基準時刻のない時間を「基準時刻な

し」、基準時刻が記録されている時間のうち、打刻 / ログ / 入退室のない時間を「打刻 / 

ログ / 入退室なし」として確認できます。 

4 当月の「打刻とログの差異」の閾値を超えた従業員数と前月差を確認できます。 

5 「打刻とログの差異」の閾値を超えた時間数を、過少と過大それぞれで確認できます。 

6 ログが記録されている時間のうち、打刻のない時間を「打刻なし」、打刻が記録されている

時間のうち、ログのない時間を「ログなし」として確認できます。 

 

4.1.7. 給与  

給与・賞与が登録されている最新月とその先月の合計、前年同月差を数値で表示します。給与・賞

与の各支給合計の年間推移をグラフで表示します。 

※KING OF TIME 人事労務の「明細発行機能」と連携している、または データインポートを利用

してデータ登録されている場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3

4

1

2

5 6 
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1  給与・賞与が登録されている最新月とその先月の合計金額を確認できます。 

また、1 人あたりの前年差を確認できます。 

2  給与と賞与の金額を棒グラフで確認できます。 

支給人数を折れ線グラフで確認できます。 

 

 

4.1.8. 並べ替え・表示/非表示  

「分析トップ」の右側にある「並べ替え」より、設定できます。 

 

 

 

 

 

並べ替え、表示/非表示を設定後、右下の［保存する］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 マウスドラッグで並べ替えができます。 

2 
クリックすると、表示/非表示を設定できます。 

非表示の項目は、目のマークに斜線が入ります。 

1 2
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なお、「並べ替え」の設定内容はブラウザに記憶されます。アカウントごとに設定内容は記憶され

ませんので、ご注意ください。 
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4.2. 勤怠データ  

勤怠に関する各データを確認できます。 

 

 

4.2.1. 法令関連  

［36 協定］タブ 

「許容時間」「上限規制」の 2 つの画面で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準時間に対する許容時間（可能な時間外労働時間数）と、月ごとの時間外労働時間数を個人別に

確認できます。 

 

 

 

 

 

許容時間 

「許容時間」とは、月間・年間であとどれくらい時間外労働が許されるのかを、設定した基準時間を

元に算出した時間数です。各従業員の許容時間と特別条項発動回数を一覧で確認できます。 

 

上限規制 

各従業員の、各月の時間外労働時間数と 2～6 ヶ月平均時間外労働時間数を一覧で確認できます。 
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［割増賃金 / 医師面談］タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各従業員の、法定休日労働を含まない時間外労働時間と法定休日労働を含んだ時間外労働時間の月

間累計時間数を一覧で確認できます。以下の基準で、「割増賃金」と「医師面談」のラベルが表示

されます。 

 割増賃金：月間累計（法定休日労働を含まない）が 60 時間を超過 

 医師面談：月間累計（法定休日労働を含む）が 80 時間を超過 

 

 

年 5 日取得義務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有給休暇の年 5 日取得義務未達者や取得義務日数の残日数、期日までの日数などを、個人別と所属

別に一覧で確認できます。  
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4.2.2. 労働時間  

「時間外労働」タブ 

「年間推移」「月間比較」「個人別一覧」の 3 つの画面で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間推移 

平均時間外労働の年間推移をグラフと表で確認できます。また、年間の時間外労働を個人別、もし

くは所属や雇用区分、勤続年数別に確認できます。 

※平均時間外労働の計算対象は、月 1 日以上出勤している従業員です。 

 

月間比較 

所属、雇用区分別の平均時間外労働と最大値～最小値の格差、個人や項目ごとの時間外労働時間数

の割合や推移を確認できます。 

 

個人別一覧 

月ごとの時間外労働時間数を、個人別に表で確認できます。 
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「総労働時間」タブ 

「年間推移」「月間比較」「個人別一覧」の 3 つの画面で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間推移 

平均労働時間の年間推移をグラフと表で確認できます。また、年間の労働時間を個人別、もしくは

所属や雇用区分、勤続年数別に確認できます。 

※平均労働時間の計算対象は、月 1 日以上出勤している従業員です。 

 

月間比較 

所属、雇用区分別の平均労働時間と最大値～最小値の格差、個人や項目ごとの労働時間の割合や推

移を確認できます。 

 

個人別一覧 

月ごとの労働時間数を、個人別にグラフと表で確認できます。 
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4.2.3. 勤怠差異  

「基準時刻と打刻 / ログ / 入退室の差異」と「打刻とログの差異」のデータを元に、未申請残業時

間や過少・過大申告リスクの可能性がある従業員を確認できます。 

 

 

［基準時刻と打刻 / ログ / 入退室の差異］タブ 

「年間推移」「個人別一覧」の 2 つの画面で構成されています。 
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年間推移 

平均差異時間の年間推移をグラフと表で確認できます。 

 

個人別一覧 

月ごとの労働時間数を個人別に確認できます。従業員の日ごとの詳細も確認できます。 
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［打刻とログの差異］タブ 

「年間推移」「個人別一覧」の 2 つの画面で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間推移 

平均差異時間の年間推移をグラフと表で確認できます。 

 

個人別一覧 

月ごとの労働時間数を個人別に確認できます。従業員の日ごとの詳細も確認できます。  
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4.2.4. 有給休暇  

「取得率統計」タブ 

「年間推移」「年間所属別比較」「個人別一覧」の 3 つの画面で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間推移 

取得日数をグラフと表で、取得率が折れ線グラフで確認できます。男女別、もしくは所属や雇用区

分、業種別などでも確認できます。 

 

年間所属別比較 

所属別に年間の取得率をグラフと表で確認できます。 

 

個人別一覧 

個人別に付与/取得日数や取得率などを確認できます。 

 

 

［失効者情報］タブ 

年度内に有給休暇を失効した従業員や失効日数などを確認できます。 
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4.2.5. 遅刻  / 早退  / 欠勤  

「年間推移」「月間比較」「個人別一覧」の 3 つの画面で構成されています。 

※「遅刻」「早退」は、KING OF TIME 勤怠管理で 1 分以上発生した日を 1 回としてカウントし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間推移 

「遅刻」「早退」「欠勤」回数を、月ごとや曜日別でグラフと表で確認できます。 

 

月間比較 

所属、雇用区分別の回数を、グラフと表で確認できます。 

 

個人別一覧 
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月ごとの回数を個人別に確認できます。 

4.3. 雇用データ  

人事に関するデータを確認できます。 

 

 

4.3.1. 雇用動向  

KING OF TIME 勤怠管理の「従業員設定」に登録しているデータを連携し、従業員の平均勤続年数 

や年齢別の従業員数などを確認できます。所属別や雇用区分別、男女別などのデータも確認できま

す。 
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4.3.2. 給与  

KING OF TIME 人事労務の給与・賞与明細データを連携する、もしくは給与・賞与データをイン

ポートすることで、総支給額の合計や平均値（全社・男女別）を確認できます。 

また、総支給額の合計、平均、男女別の平均を棒グラフで確認できます。 
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4.3.3. 育児休業  

KING OF TIME 人事労務の育児休業取得状況や、家族に「続柄:子」が登録されている育児休業を

取得可能になった従業員を連携し、育児休業の取得率や取得人数を確認できます。所属別や雇用区

分別、男女別などのデータも確認できます。 
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4.4. 分析  / レポート  

自社の生産性データや政府統計との比較、労務管理の健全性診断、欠勤の頻度と長さに応じて従業

員の負荷を測定する「ブラッドフォードスコア」を確認できます。 

 

 

4.4.1. 政府統計比較  

選択した「企業規模」「地域」「産業分類」の「現金給与額」「年間賞与その他特別給与額」「平

均労働時間」などを、自社データと比較できます。 
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4.4.2. 生産性  

生産性の推移や傾向、所属別などの推移を確認できます。 

 

 

［全社］タブ 

売上高や営業利益、人件費などを入力し、入力した値を元に労働生産性や資本生産性の自社推移を

確認できます。「産業分類」を選択することで、同業種との比較も可能です。 

また、選択した「産業分類」と比較した結果の評価や、上昇傾向なのか低下傾向なのかも確認でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［所属別比較］・［部署別比較］タブ 

「従業員数」と「労働時間」の所属別推移と、それぞれを元にした生産性を確認できます。 
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4.4.3. 人的資本  

KING OF TIME 勤怠管理と KING OF TIME 人事労務から連携したデータを基に、有価証券報告書

で開示が求められる項目を含む以下 8 個のグラフを確認できます。 

 従業員数 

 パート / アルバイトの比率 

 平均年齢 

 平均勤続年数 

 男性育休取得率 

 女性管理職比率 

 総支給額の平均 

 男女間賃金格差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.4. 健全性診断  

「総労働時間」「サービス残業時間」「離職」「休日日数」「有給休暇取得」の 5 つの項目を入力す

ることで採点し、労務管理の健全性診断のレーダーチャートが表示されます。 
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4.4.5. ブラッドフォードスコア  

KING OF TIME 勤怠管理の欠勤取得状況を連携し、従業員の欠勤の頻度と長さに応じて、それが組

織へ与える負荷をスコアリングします。従業員の勤務状況の見直しにお役立ていただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月次 

スコア割合と従業員をスコア順に確認できます。また、所属や雇用区分、部署、勤続年数別に確認

できます。 

 

個人別一覧 

月ごとのスコアを個人別に確認できます。 
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4.4.6. 勤怠行動比較  

「労働時間」や「休暇取得日数」などの偏差値を算出し、在籍者と退職者の比較、また個人との比

較を確認できます。 
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4.5. 設定  

画面右上部の「設定」にて「基準値設定」「表示設定」「通知設定」「権限管理」の設定ができま

す。また「エクスポート / インポート」から、各データのエクスポートと時間外時間や入退出時間

などのインポートができます。 

 

 

4.5.1. 基準値設定                           

36 協定の分析基準月や月、年の基準時間等を設定します。ここで設定した値が時間外労働の閾値と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧の右上［設定］をクリックすると、基準値の設定画面に遷移します。基準値の設定は、「所属

ごと」か「所属・雇用区分ごと」で設定できます。 
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4.5.2. 表示設定  

画面表示に関する設定ができます。 

 

時間表示形式 

労働時間の表示形式を、「60 進数」か「10 進数」から選択できます。 

設定を変更すると、［登録］ボタンがアクティブになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤怠差異の表示 

「勤怠差異」画面で表示するデータを設定します。 

設定を変更すると、［登録］ボタンがアクティブになります。 
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4.5.3. 通知設定  

「36 協定（当月許容）」「36 協定（発動回数）」「割増賃金 / 医師面談」「年 5 日取得義務」

「勤怠差異」が閾値に抵触した際に、管理者にメール通知・画面通知できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メール通知 

「対象者」でメール通知先の管理者を設定できます。複数選択可能です。 
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「通知時刻」でメール通知を送信する時刻を設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面通知 

画面右上の「通知」アイコンに通知を表示します。対象者は「管理者全員」、通知時刻は「即時」

から変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知基準 

各項目の通知基準は下記の通りです。 

項目 関連画面 基準値 

36 協定（当月許容） 
分析トップ ＞ 時間外労働に関する法令  

＞ 36 協定 

【1段階】 

当月許容時間 50～70%未満 

 

【2段階】 

当月許容時間 70～90%未満 

 

【3段階】 

当月許容時間 90～100% 

 

【4段階】 

当月許容時間の超過 

36 協定（発動回数） 
分析トップ ＞ 時間外労働に関する法令  

＞ 36 協定 

【1段階】 

特別条項発動回数 10～50%未満 
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【2段階】 

特別条項発動回数 50～90%未満 

 

【3段階】 

特別条項発動回数 90～100%  

 

【4段階】 

特別条項発動回数の超過 

割増賃金 / 医師面

談 

分析トップ ＞ 時間外労働に関する法令  

＞割増賃金 / 医師面談 

左記項目の表示対象者が変更に

なった時 

年 5 日取得義務 
有給休暇 ＞ 年 5 日取得義務 ＞ 

個人別一覧 

【1段階】 

取得ペース 31～40 日 

 

【2段階】 

取得ペース 21～30 日 

 

【3段階】 

取得ペース 1～20 日 

勤怠差異 

勤怠差異 ＞基準時刻との差異 ＞ 

個人別一覧（日単位） 
設定した閾値を超過 

勤怠差異 ＞打刻とログの差異 ＞ 

個人別一覧（日単位） 
設定した閾値を超過 

 

 

4.5.4. エクスポート  / インポート                        

各種データのエクスポート / インポートが行えます。 

 

［エクスポート］タブ 

以下画面のデータをエクスポートできます。 

メニューバー 

「勤怠データ」 
タブ 対象データ 

法令関連 

36 協定 許容時間、上限時間 

割増賃金 / 医師面談 個人別一覧 

年次有給休暇 個人別一覧 

労働時間 時間外労働 
年間推移（※） 

個人別一覧 
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総労働時間 
年間推移（※） 

個人別一覧 

勤怠差異 

基準時刻と打刻 / ログ / 入退室の 

差異 
個人別一覧 

打刻とログの差異 個人別一覧 

有給休暇 取得率統計 個人別一覧 

遅刻 / 早退 / 欠勤 - 
年間推移 

個人別一覧 

※全社と所属ごとの各月のデータを出力します。 

 

［インポート］タブ 

以下データをインポートできます。 

⚫ 勤怠データ 

KING OF TIME 勤怠管理とのデータ連携以外に、過去の勤怠データを直接インポートできま

す。 

⚫ PC ログ 

KING OF TIME システムログとのログ連携以外に、過去の PC ログを直接インポートできま

す。 

⚫ 入退出時間 

「基準時刻との差異」で、「基準時刻と入退室の差異を見る」設定にしている場合、過去の入退

出時間を直接インポートする必要があります。 

⚫ 給与データ 

KING OF TIME 人事労務とのデータ連携以外に、過去の給与・賞与データを直接インポートで

きます。 
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4.5.5. 権限管理  

データ分析上の管理者アカウントは、KING OF TIME 勤怠管理の管理者編集画面で「利用サービ

ス」にチェックを入れることで作成されます。 

※データ分析上で、管理者アカウントの新規作成はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権限設定（手動） 

1. 各管理者の「編集」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 閲覧・設定権限を付与したい所属、雇用区分を選択し、「次へ」をクリックします。 
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3. 閲覧・設定権限を付与したい項目にチェックを入れ、「登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全権管理者の権限設定画面では「給与」「人的資本」の設定権限、一般管理者の権限設定画面で

は、「給与」「人的資本」「表示設定」「通知設定」「権限設定」の設定権限が付与できません。 

※admin 全権管理者にはすべての権限が付与され、変更できません。 
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